




On the Night-Nurseries Which A.re Open til Midnight 
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然の乙とながら認可保育所以上に大きく ， ["日本ベビー 状況とはやや異なる。
( 1 ) 
-298- 社会福祉学

















法案名 提出時期 保育所 IC関する記載
保育所とは，国民学校就学の始期に述するまでの児




















児 E量 福 4止 宮長
22年8月1日 第 37条 : 保育所は 日日保護者の委託を受けて.その乳児叉
(国会への政府提出案) :は幼児を保育することを目的とする施設とする。



























































































%)であるが， 5 ;liIJにもみたないと乙ろも 3闘ある。
次Ic，在所児の基本的属性として，性と年齢結成を示















認可型夜間保育所B 4 5 10 図
ff~ 深夜型夜間保育所A 3 4 
態
深夜型夜間保育所B 2 2 4 
設 新 設 施 設 6 3 3 14 
置 経 過 施 設 4 6 
全 体 7 7 4 20 
58 年 調査 2 6 8 
形で.i男Jの方がやや多L、。年齢構成(表3)は. は. i社会得祉施設調査昭和ω年版」によっており.調
i 3歳児Jが最も多く 2害IJ強である。 i2歳児」も乙れ 査時が昭和60年10月 1日である。したがって，調査年で
とほぼ同数である。 i3歳未満児J. i 3歳児J.i 4 約2年，月で1ヶ月の差があり.やや年齢が高く出る傾
歳以上児Jという3区分でみると，順IC.48.0%. 21.2 向はあるが，両者の差を大きく縮める程のものではなしつ。
%. 30.8%で，いわゆる「未満児」がほぼ半数を占めて 年齢3区分では，低い方から17.2%.19.1%.63.7%で，





0歳児 l 歳児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児 6歳児 3十
男
27 53 60 61 35 36 12 284 
性 ( 9.5) ( 18.7 ) (21. I ) (21. 5 ) ( 12.3) ( 12.7 ) ( 4.2) ( 100 %) 
}jIJ 
女
25 42 53 54 46 31 7 
( 9.7) ( 16. 3 ) (20.5) ( 20. 9 ) (]7.8 ) ( 12.0) ( 2.7) ( 100 %) 
3十
52 95 13 115 81 67 19 542 
( 9.6) ( 17. 5) ( 20. 9 ) ( 21. 2 ) ( 14.9) ( 12.4 ) ( 3.5) (100 %) 


























































































間中 3闘であったが， f58年調査」 以降lζ設置された15
夜間保育所の保育時間帯表4
)内は，58年調査の結果
午前7時 午前8時 午前9時 午前10時 午前1時 午後O時 午後 1時 午後2時
2十
~午後10時 4 2 4 ( 1 ) 1 (2 ) 1 (2) 12( 5) 
~午後1時
~午前O時 ( 1 ) 3 ( 1 ) 
~午前 l時 2 ( 2 ) 2 ( 2) 
~午前2時 3 











( 13.3) ( 35.9) 
( 53.8) ( 56.4) 




( 15.9) ( 30.1) 
( 34.6) ( 25.6) 
( 3.3) ( 6.3) 
2 1 
12時~
( 3.8) ( 208) 
( 3.8) ( 8.3) 




( 4.3) ( 14.1) 
( 7.7) ( 9.8) 




( 9.6) ( 24.5) 
(100錦 (100鋤









22 24 2 
時 時 時
91 1 4 
( 43.5) ( 5.3) ( 1.9) 
( 42.3) ( 19.0) ( 4.8) 
( 16.8) ( 2.0) ( 0.7) 
@ 
46 6 9 
( 40.7) ( 5.3) ( 8.0) 
( 21.4 ( 10.3) ( 10.7) 
( 8.5) ( 1.1) ( 1.1) 
30 9 
( 56.6) ( 17.0) ( 1.9) 
( 14.0) ( 15.5) ( 1.2) 
( 5.5) ( 1.7) ( 0.2) 
③ 
33 24 18 
( 35.9) ( 26.1) ( 19.6) 
( 15.3) ( 41.4) ( 21.4) 
( 6.1) ( 4.4) ( 3.3) 
15 8 52 
( 20.0) ( 10.7) ( 69.3) 
( 7.0) ( 13.8) ( 61.9) 
( 2.8) ( 1.5) ( 9.6) 
215 58 84 
( 39.7) ( 10.7) ( 15.5) 
。00幼。鈎。紛


































































4 5 6 7 8 9 10 12 13 14 15 
時 時 時 時 時 時 時 時 時 時 時
間 間 間 間 間 間 間 間 問 間 間












なみに平均保育時間は， 1深夜型夜間保育児BJ (13.8 






















認可型保育児A 16.7 1.9 18.6 
認可型保育児B 21. 9 2. 7 24.6 
深夜砲保育児A 52.8 1.8 54.6 
深夜型保育児B 26. 7 。 26. 7 
全 体 27.3 1.9 29.2 


























A Dl D5 D9 
C 5十
B D4 D8 D12 
認可型保育児A 32.0 11. 0 23.0 15.0 19.0 ∞(100) 
一一
認口J型保育児B 26. 5 10.6 14，5 20，4 28.1 100 (264) 
深夜型保育児A 52.3 9.0 20.4 13.6 4.5 00 (槌)
深夜型保育児B 2. 7 9，1 36.3 2. 7 9.1 00 ( 22) 
全 体 32.2 10.4 18.3 18.2 0.9 100 (474) 







1尽くなっており， D階肘のIjij 、 I~のql程度の所得階胞が多
くなっている。 AB階附は.むしろ午後から預け始めて
午後10時までには終わるというE忍司型夜間保育児AIC多
くなっている。また，相対的尚所得w平等は， ~2"Jl~!-& lm 
保育児BIL多い。






























16 17 18 19 20 21 22 23 。 2 j十
時 時 時 時 時 時 時 時 時 時 日寺
認可F担保育児A 1.9 3. 7 2. 2 19.4 52，8 100(108) 
認可型保育児B O. 7 2.4 5.8 6.9 37. 3 27.1 19.9 100 ( 292 ) 
深佼型保育児A 9.8 27.7 25.0 37.5 100(112) 
深夜F担保育児B 46， 7 10.0 43.3 100( 30) 




→母 自 戸fi 臨パ し、 そ
、， 営 時 l な の
父 業 動 雇ト L、 他
自営業 30 2 3 。 36 (33.3) 
常勤 4 34 6 2 2 48 (44.4) 
その他 2 2 2 。。6 ( 5.6) 
し、なし、 3 12 。2 18 (16.7) 
5十
39 50 12 2 5 
108 ( 100 ~的
36.1 45.4 12.0 4. 6 1.9 
表9-3 深夜型夜間保育児A就業形態組合わせ
→母 自 常 臨パ し、 そ
営 時 l な の 5十
父 業 動 雇ト 他し、
白営業 24 。 。
常勤 2 19 。
その他 。3 。。。3 ( 2. 7 ) 
いない 5 50 4 。 60 (52.8)1 
計
31 72 5 2 2 
112 (100 %) 


















→母 自 常 臨ノマ し、 そ
営 時 l な の 3十
父 業 動 履ト し、 他
自営業 58 8 。2 69 (23.7) 
常勤 3 100 29 2 8 142 (48.8) 
その他 2 4 5 4 4 19 ( 5.5) 
いない 6 38 16 。2 62 (21.9) 
3十
69 150 50 8 15 
292 ( 100 %) 
23.6 51. 7 17.5 4.5 2. 7 
表9-4 深夜型夜間保育児B就業形態組合わせ
→母 自 常 臨パ
営 時| 計
父 業 動 雇ト
自営業 15 。。15 (50.0) 
常勤 。7 。7 (23.3) 
いない 5 2 8 (26. 7 ) 
2十
16 2 2 
30 ( 100 %) 



















認可型夜間保育兜A 認可型夜間保育児B 深夜型夜間保育児A 深夜型夜間保育児B 金 体
五草
看護婦4 教員4 看護婦25 美容師21 電話交換手2 JH軍師1 宕護婦30 k容師26 教民14
美容師3 教員10 保母幼稚 看護IMI 保母幼稚削教諭7 理容姉5F~ 











19 (18. 6 ) 78(28.3) 4 ( 3.6) 1 ( 3.3) 102 ( 19. 7 ) 
飲 一般飲食庖32 一般飲食底34 一般飲食庖29 一般飲食庖14 一般飲食后 109
食 ウエイ トレス7 ウエイトレス3 ウエイトレス4 ウエイトレス8 ウエイトレス22
関
係 39(38.2) 37 ( 13.4 ) 33 (30.0) 22 ( 73. 3 ) 131 (25.3) 
風 風俗営業I 風俗営業10 風俗営業64 風俗営業3 風俗営業88
俗 "? .'，/サー ジサウナ l マ ッサージサウナ 5 7 ッサージサウナ l "'7.."サージサウナ7
宅】? 
業 12 ( 11. 8) 15 ( 5.4) 65 ( 59. 1 ) 3 ( 10.0) 95 ( 18. 3) 
'目皆 営業販売7 営業販売72 営業販売 l 営業販先ω
業 保険外交良8 保険外交員8
販
~心 7 ( 6.9) 80 ( 29. 0) 1 ( 3.3) 88 ( 17. 0) 
事 事務員5 事務ll24 事務員2 事務員31
務 その他会社員3 その他会社員4 その他会社員7
員
等 8 ( 7.8) 28 ( 10. 1 ) 2 ( 1.8 ) 38 ( 7.3) 
各 選味教養講座講師1 学曾~~師 8 趣味教義J高座溝師 l 学'白熱講師2 産量味教1l白書座講師17
極 学習塾講師3 趣味教養講座講師5 学習唱是清師13
講
師 14 ( 13.7 ) 13 ( 4.7) 1 ( 0.9) 2 ( 6.7) 30 ( 5.8) 
て
保安警備2 設計インテリア等7 麻雀屋3 芸飽関係 l 設計インテリ T等 7 工tH
工員 l 工貝5 印刷出版5 芸能関係2 芸能関係6 印刷出版5
の 芸能関係3 旅館2 麻雀屋5 r~館 2
麻雀腿2 その他l 保安警備2 その他l
f也
3 ( 2.9) 25 ( 9.1) 5 ( 4.5) 1 ( 3. 3 ) 34( 6.6) 
病気2 学生2 病気l 病気3 学生2
無
その他 l その他3 その他4
職
3 6 9 
L、ない2 NAl b、t.H、8 NA2 NA2 いない10 N A 5 


































分 分 時 時
来 来 問 間 8十
満 満 来 以
満 上
認可型保育児A 9.6 68. 7 19.3 2.4 100 ( 83) 
認可型保育児B 16.2 6. 2 12.8 4.9 100 ( 266 ) 
深夜型保育児A 27. 7 66.1 5.4 0.9 100(112) 
深夜型保育児B 30.0 60.0 10.0 。100 ( 30) 










































































































































とをf~I [tJIr.. f.~めて消極的な収切での推i1tという JI!.角!fが
多い。すなわち.夜間保育事業へのお手に尚止めをかけ
ていた問題(児・貨の発注上の:~影響 . ~fl:ln へのLI'H善的
問答なしに.fどもたちの生命に係わる問題か続発した






































































































け り 充や b の 5己遊 む 実
け を す なる え，、 な ノミ
き L、き し、 他 入
夜間保育所保母 75 585 245 0.9 0.0 85 10C開(106) 
昼間保育所保母 50β 382 44 22 。 5.1 100% (136) 
養護施設保母 335 355 178 4.1 05 8.6 100~ち(197) 



























































Recently the number of night-nurseries which are open ti1l midnight is on the increase and the numb巴rof children 
who are taken care til midnight is also increasing. This paper deals with such tendencies of night-nurseries. Nowadays， 
10 n唱ht-nurseriesamong 26 are open from 10:00 p.m. on. In our last research (1983)， there were 3 among 8. And 
26.2 percent of the children is taken care on and after 10:00 p.m. in night-nurseries. There was 16.8 percent in 1983. 
But， as a whole， 34.1 percent of the children 1eaves by 8:00 p.m. Therefore， many of the childrenωn be taken ωre in 
day-nurseries， ifthe number of day-nurseries which are open tiJI 8 :00 p.m. increase. 
ln night-nurseries， children that fo11ow are placed. Firstly， there are children who need taking care from morning 
to about 8:00 or 9:00 p.m..百leseare brought forth by professionalization of women's occupations and lengthening 
of there working hours. 
Secondly， there are children from afternoon to about 8:00 or 10:00 p.m.. Many of their parents manage food 
dispensing business or are engaged in professiona1 work. Most of them are p1aced in night-nurseries which are open 
from afternoon. If there are ones from morning near them， they will change to the first group， probably. 
Thirdly， there are children from morning tiJI midnight. Most of their parents manage food dispensing business. 
明leseare int1uenced by the 24-hours society of the day. If they are placed in day-nurs巴ries，they will be taken care 
from evening by their parents in their places of work， care by another institution， orbe 1et alone in their homes. 
Fourth1y， there are chiJdren合omafternoon tiLl midnight. Many of their parents are engaged in business which 
may affect public morals or manage food dispensing business. These are no doubt one of the targets which "baby-
hotel" problems suggested. Above a1， many of the families of the former are one-parent families and so have small 
incomes. Food dispensing business can be divided into two groups. One isthe same of the third group or its modifi-
cation， and the other is business corresponding to one which may affect public morals， which supported them. Most 
of these children have hardly been placed in day-nurseries. Therefore， itis supposed that they were placed in non-
sanctioned institutions， ex. baby-hote1， or were 1et alone in their homes or places of work. 
As mentioned above， the families using night-nurseries consist of four groups. Among them， the third and the 
fourth groups are the core of baby-hotel problems. From the viewpoint of chi1d welfare， 1 think that they suggest 
very important tasks. 
( 15) 
